
小中学校適正配置について ～中学校の劣化診断を実施します～

少子化による「児童生徒数の減少」と近い将来訪れる「学校の建替え」という二つの課題に対応するため、
審議会答申、宮代町議会からの請願を受け、「小中学校適正配置計画」の検証に取り組んでいます。

劣化診断の実施
平成３０年度は中学校を対象とした劣化診断を実施します。

劣化診断の方法については、文部科学省から示された
「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」に基づき、
構造躯体の健全性の把握及び躯体以外の劣化状況の
把握を行うものです。今後の学校施設の個別施設整備計
画及び小中学校適正配置計画の基礎資料とするものです。

これからも
今後も「小中学校適正配置」の取組については、「教育だより」等を
通してお知らせしていきます。

文部科学省「外国語教育強化地域拠点事業」の研究成果を生かして

平成26年度から平成29年度までの4年間は、文部科学省から「外国語教育強化地域拠点事業」の指定を受け、

百間中学校、東小学校及び笠原小学校において、平成32年度からの小学校英語科授業に向けての研究開発

に取り組みました。昨年11月の研究発表会は全国から300人を超える参会者があり、熱気あふれる発表会となり

ました。文部科学省、大学の先生方、参会者の皆様からは、今後の小学校英語教育の方向性を示す研究で

あったと好評をいただきました。

文部科学省から「教育課程特例校」の指定を受ける
平成32年度完全実施の新学習指導要領を先取りし、全小学校において「英語科の授業」に取り組んでいます。
今年度からは、全小学校において3・4年生が週1時間「外国語活動の授業」を、5・6年生が週2時間「英語科の授
業」を行っています。

英語科の指導体制を充実
英語専科教員1名、ＡＬＴ及びＪＴＥを小学校2校に1名の割合で

配置し、指導体制の充実を図っています。

英検3級程度以上の英語力の生徒は51.5％
夏目漱石の門下生として岩波書店初の英和辞書の編さんや

「失楽園」の翻訳者として知られる島村盛助は宮代町が生んだ
偉人です。当町では、島村氏を顕彰する英語教育発表会など、

英語教育に力を注いでいます。
文部科学省の全国英語力調査によると、中学3年生における英検3級程度以上の英語力がある生徒の割合は、
全国平均で40.7％です。
埼玉県の平均は41.9％ですが、宮代町の平均は51.5％で、全国2位の東京都の平均51.6％とほぼ同じ水準です。

憧れを未来につなぎ、生きる力を育む宮代教育

宮代町の学校教育・生涯学習について、今をお知らせします
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※ご意見、ご感想をお寄せください。


